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１．プログラム 
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※枠囲みは今回調査の成果報告 
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２．参加人数 

２４日：１３０名 

２５日：１１０名 

２６日：８０名 

 

３．シンポジウム当日の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安田喜憲 国際日本文化研究センター教授 

「秋田から、皆さんと一緒に、２１世紀の地球と人類の未来について考えたい。

過去から現在を見て、未来を予測することが重要である。」とあいさつ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一ノ目潟の年縞調査の分析成果等を国内外の研究者が報告 
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秋田県立大学の谷口准教授 

八郎太郎伝説がどのように環境保全に貢献したか等の研究を報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セッション４の座長は国際教養大学の熊谷嘉隆地域環境センター長が務めた 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋田県立大学の荒樋教授 

秋田県能代市常盤地区で実施した「体験

型ツーリズム開発の可能性調査」の成果

を発表 

国際教養大学の前中助教授 

阿仁地域で実施した、地域資源の聞き取

り調査に基づく持続可能なコミュニティ

構築モデルについて発表 
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４．発表用資料（今回の調査研究に関するものを抜粋） 

 

「アニミズムと環境保全：八郎太郎伝説を例に」（秋田県立大学准教授 谷口吉光） 
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「秋田の農村の持続性と弾力性：農村づくりの取り組みから考える」（秋田県立大学教授 荒樋豊） 

 



 72

 



 73

 



 74

「環境資源を活用した持続的コミュニティの構築」（国際教養大学助教授 前中ひろみ） 
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５．ポスターセッション 

 

名 称 内 容 備 考 

男鹿市一ノ目潟「年縞

調査」 

男鹿市一ノ目潟の年縞調査の過程や調査結果のパ

ネル。年縞のはぎ取り標本、年縞や火山噴出物の

サンプルを展示 

ワイズユース調査

『基礎調査』 

環境共生型に配慮し

た体験型総合ツーリ

ズム開発の可能性調

査 

能代市常盤地区で行われた、「訪問される魅力的な

農村づくりへの試み」についての調査研究をパネ

ル展示 

（秋田県立大学 荒樋豊教授）

ワイズユース調査

『受託研究』 

二ツ井町における木

造校舎と地域コミュ

ニティに関する調査 

調査成果の一つである、画家の高橋郁衣氏が描い

た木造校舎や農村原風景の鉛筆画を展示 

（秋田公立美術工芸短期大学 菅原香織先生）

ワイズユース調査

『受託研究』 

アンケート調査、現状

調査の報告 

県北地域と男鹿地域を対象に行われた、地域環境

資源に関するアンケート調査結果と水循環や地域

資源等に関する現状調査の報告書を展示 

ワイズユース調査

『基礎調査』 

ワイズユース調査の

検討モデル 

ワイズユース調査において検討した「環境資源の

ワイズユースによる地域モデル」のパネルを展示

ワイズユース調査

成果 

環境リサイクルや環

境美化事業の紹介 

県内で取り組まれている環境リサイクル活動や環

境美化事業を紹介するパネルやリサイクル製品の

サンプル等を展示 

秋田県環境あきた

創造課 

秋田の農山村の伝統

的な文化と生活様式

の紹介 

もちつき、わらじ、くわ、干し餅など、秋田の伝

統的な農山村における生活文化を再現した「ちょ

っと、いっぷく」コーナーや、実物の稲わらやお

供え物を展示した「雪中田植え」コーナーを開設。

「ちょっといっぷく」コーナーでは、短冊を用い

た書道講座も行われた 

水土里ネット秋田 

ふるさと水と土保全

活動の紹介 

県内各地における、棚田を地域資源としての活用

している事例をパネル展示とスライドショーの上

映により紹介 

秋田県農山村振興

課 

秋田の食文化の紹介 「きりたんぽ」や「ハタハタ」等、秋田の伝統的

な食文化をパネル展示で紹介 

秋田県食の国あき

た推進チーム 
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男鹿市一ノ目潟「年縞調査」 環境共生型に配慮した体験型総合ツーリズム 

開発の可能性調査（秋田県立大学荒樋豊研究室） 

アンケート調査・現状調査の報告、ワイズユース調査の検討モデル 

二ツ井町における木造校舎と地域コミュニティに関する調査 

（秋田公立美術工芸短期大学菅原香織先生） 

※画家の高橋郁衣氏が描いた木造校舎や農村原風景の鉛筆画の展示 

環境リサイクルや環境美化事業の紹介の紹介コーナー 

（秋田県環境あきた創造課） 

ふるさと水と土保全活動の紹介（秋田県農山村振興課） 秋田の食文化の紹介（秋田県食の国あきた推進チーム） 

秋田の農山村の伝統的な文化と生活様式の紹介（水土里ネット秋田） 

秋田の伝統的な農山村における生活文化を再現したコーナー 「雪中田植え」の紹介コーナー 



 79

ポスターセッションで使用したパネル 
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６．エクスカーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．終了時の記者発表要旨 

記者発表出席者 安田喜憲（国際日本文化研究センター教授） 

キャセイ・ヒバード（ アメリカ国立大気研究所 IHOPE チェアマン） 

ジョアオ・モライス（ スウエーデン IGBP 副所長） 

フェクリ・ハッサン（ イギリスロンドン大学考古学研究所教授） 

フェルノン・スカルボロウ（ アメリカシンシナテイー大学教授） 

フレッド・バルデッツ（ アメリカテキサス大学教授） 

 

安田教授：目潟の「年縞調査」で、過去３万年の歴史が連続的に確認された。世界の研究者は、

目潟の年縞はすばらしいと驚いている。今後、国内外の研究者で徹底的に研究したい。 

十和田湖と目潟の間に『エコ・コリドール』をつくることが、ＩＨＯＰＥ、ＩＧＢＰから提唱さ

れた。国外の研究者は、今回のシンポジウムを通じて、八郎太郎やなまはげの伝説、阿仁の農山

村の生活等に強い関心を持った。秋田の人々が普段何ともないと思っていることに驚きと感動を

覚え、それが、21 世紀の人類を救う可能性があることを口癖に語っていた。 

ＩＧＢＰには約 12,000 人、ＡＩＭＥＳは約 6,000 人の世界のトップの研究者が参加している。世

滞在時間

（移動時間）

9:00 ホテルサンルーラル大潟　発

(40分)

9:40～10:10 30分 八望台（目潟周辺の自然環境を視察）

(10分)

10:30～11:50 60分 男鹿水族館ＧＡＯ

(20分)

12:00～13:30 90分 きららか（昼食・休憩・自然散策）

(30分)

14:00～15:10 70分 なまはげ館・男鹿真山伝承館

(20分)

15:30～16:30 60分 寒風山（大潟村、男鹿周辺を視察）

(30分)

17:00 ホテルサンルーラル大潟　着

時刻 内容

エクスカーション日程表（3月27日）

八望台展望台でパネルを用い目潟の周辺環

境について安田教授と県の担当者が説明 
伝承館でのなまはげ習俗の体験 
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界トップレベルの研究者が、今回のシンポジウムでは、研究者だけでなく、行政、企業がプレゼ

ンに参加し、「21 世紀の持続的な地球と人類の未来が築けるか」を積極的に討論していることに

感銘を受けていた。 

キャセイ・ヒバート：ＩＨＯＰＥは考古学生態学地質学環境学等、環境や歴史に関する世界の研

究者で成り立っている。今回初めて秋田で開催したが、世界的にも先駆的なワークショップとな

り他の地域で行うきっかけとなった。次回は秋田にＩＨＯＰＥの若手の研究者を集めて行いたい。 

ジョアオ・モライス：ＩＧＢＰでは、世界に 5.000～6,000 人の研究者が参加し、地球の気候変動

などに関するプロジェクトを行っている。秋田では、老人達も社会の一員として貢献し、全ての

年代の人たちがそれぞれの役割を果たしていることに感銘を受けた。ＩＧＢＰの同僚に秋田のす

ばらしさを伝えたい。秋田ではサスティナブルな社会が形成されている。秋田をモデルに持続可

能な社会をつくる「インターナショナル秋田モデル」を提案したい。 

安田：今回のシンポジウムのファーストステップは『年縞』であったが、セカンドステップ、サ

ードステップは、秋田の地域コミュニティのあり方、伝統的な資源、そういったものから、秋田

をどう再生するか、これが大きな目的であった。伝統的な文化や、持続的なライフスタイルに基

づいて、21 世紀の世界にどう貢献するかを、世界のトップレベルの人々が気づいたシンポジウム

であった。 

フェクリ・ハッサン：地域的なプロジェクトと世界的なプロジェクトが協力して行われた歴史的

な会議であったと思う。様々な分野の人々が融合し、産・官・学、ＮＧＯ等の協力が重要である

ことに気づいた。世界の問題を解決するためには、「自然から学ぶ」「伝統から学ぶ」「お互いから

学ぶ」の３つ要素が大切である。秋田は、自然と共存し、伝統を維持している。今回の会議は、

様々な国からの参加者が出会う、プラットホーム、土台となった。 

安田：（今日ここには来ていないが、ローマ文明を研究しているアメリカ・アリゾナ大学の）ティ

ンター教授は、目潟周辺の水田を見て、田園風景や洗練された灌漑システムによる水の循環に感

動していた。我々には、まったく当たり前のことだが、「自然から学び」「伝統文化から学び」「人

と人との関係、コミュニティから学ぶ」ことの重要性を彼らが学んだ。 

スカルボロウ：秋田そのものが日本の宝。秋田には地域から学ぶこと、人々と環境から学ぶこと

がたくさんある。なまはげ館では「民族的な信念の重要さ」を感じた。アメリカ、ニューメキシ

コ州にもなまはげに似た「メロス」という行事がある。子供たちはメロスを恐れ、よりよい人間

になろうとする。教育の重要さ、家族の重要さを学ぶという意味で、なまはげと非常に類似する。 

バルデッツ：いろいろな分野の人間が集まることが重要。自分の専門のマヤ文明もそうであるが、

文明はある時までは栄えるが、とても壊れやすいもの。そして文明の進化はいかに自然と関係し

ていたかということが重要。今後、しっかりとリサーチを続けていきたい。過去を見ること無し

には、未来を見ることはできない。 

安田：秋田は世界から注目された。すばらしい文化を持っている。年縞だけではない。なはまげ

をはじめとする「伝統文化」、阿仁をはじめとする「ライフスタイル」。『日常』そのものがすばら

しい。今回のシンポジウムと通し、ローカルがグローバルに直結したことが一番重要である。 

キャセイ・ヒバート：十和田と目潟の間を、エコ・コリドールとし、特に、ＩＨＯＰＥの若い研

究者達の教育の場としたい。エコ・コリドールがＩＨＯＰＥの世界的な将来のモデルになってほ

しいと思う。 

フェクリ・ハッサン：シリコンバレーが世界の情報化産業の最先端となったように、エコ・コリ

ドールが、21 世紀の国際的な世界の文化の中心になる。 

安田：十和田～目潟エコ・コリドールが、世界で誰でも知っているような、21 世紀の自然と人類

が共存する世界のモデルとなる。 




